
   【保健師職能委員長あいさつ】
　今年度情報誌発刊にあたり、昨年の地震、豪雨災害に見舞われ、今も復興途上である能登の被災地の

一日も早い復興をお祈り申し上げます。

　昨年も多くの自然災害に見舞われた年となりましたが、愛知県では今年に入り早々に大規模な高病原

性鳥インフルエンザ発生事例がありました。

　近年、自然災害だけにとどまらず、新型コロナ、新型インフルエンザ等の新興感染症、鳥インフルエンザ

等の人獣共通感染症等、健康危機管理は多様性を増しています。多様な局面を想定した平時からの体制

整備について、関係機関と協働し進める必要性を改めて感じたところです。

　さて、令和７年度は、いよいよ愛知県看護協会新会館が開館します。

保健師職能委員会が開催する研修等も新会館で開催する事になります。これを機により多くの皆様に

ご入会頂き、会員が集い、学び、交流できる新会館を大いに活用していただきたいと思います。

よろしくお願いいたします。

   【保健師職能委員会について】　

　保健師職能委員会は、地域（愛知県２名・名古屋市２名・市町村１名）・職域１名の、各分野から選出され

た委員が、一緒に活動する事で、行政や産業保健などの最新情報や課題を広く共有し、色々なテーマを

通して領域を超えた保健師仲間のネットワークをつなぎ・ひろげ・支え合いたいと思いながら、研修会や

交流会などを企画しています。

皆様のご参加を心よりお待ちしております。
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  　　『PHN』のお届けについて

　長年、保健師会員の皆さまには、保健師職能委員会活動情報誌『PHN』を印刷物として郵送でお届けして

まいりましたが、諸事情により、今号から電子媒体や愛知県看護協会のホームページへの掲載によりお届け

することとなりました。（個人会員様を除く）。なお、次年度からは、個人会員様へもホームページの掲載等に

よるご提供に移行させていただく予定です。

形態は変わりますが、今後も、保健師職能委員会の活動を皆さまに発信していきたいと考えています。

何卒、ご承諾いただきますとともに、今後とも保健師職能委員会の活動にご協力いただきますようお願い

申し上げます。
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　　　【R6年度　保健師職能委員会の活動紹介】

　　🍀保健師交流会（年１回　茶話会形式）

令和６年 ９月7日（土）１７名参加　（3年未満の新任期保健師15名）

　「新任期保健師交流会～職場を離れて、仕事の話をしてみよう・聞いてみよう～」

　　　🍀保健師研修会（年１回　講義形式）

令和６年11月16日（土）2７名参加

　「災害時の避難所の生活環境衛生対策」

　　講師：オフィス環監未来塾　中臣昌広氏

　　保健師の応援派遣活動報告２名（名古屋市：震災・愛知県：豪雨災害）

　　　🍀三職能集会

令和7年2月19日（水）　会場：ウィンクあいち

　全体テーマ　『災害に強い地域へ～備えあれば憂いなし！～』

　特別講演：「自然災害から命を守る」　愛知工業大学教授（元　気象庁）　横田　崇先生

　保健師職能シンポジスト：「離島における災害への備え」　半田保健所保健師

　　　 　　　小児慢性特定疾病事例（避難訓練、平時からの備えについて）

●職歴10年超の経験豊富な保健師の他、看護職が多数参加。

●三種の神器の使い方

・非接触体温計：体温以外に、接触面の温度確認による低体温症の防止

・方位磁石：風通しや陽当たり、排泄物の臭いなどの対策

・メジャー：気温測定場所の高さ、段ボールベット設置に必要な幅の確保

参加者の声：

・土足はいいか／悪いかなど、GWでの意見交換を通して、正解は一つで

はなく、その時の最善を考え、話合う事が重要であると学んだ。

・ユニークな講義だった。日頃からの備えの重要性を感じた。

●3年未満の経験者が多く、参加動機は「職場の声掛け」が

最も多かった。

参加者の声：

・いろんな話を聞くことができ、どう学んでいくかなど、

今後のキャリアの参考にしようと思いました。

・違う職域の人との話を通して、異なる仕事内容を知る事が

できてよかった。

・職場での困りごとを他の自治体の保健師と共有ができ、

連絡相談先として繋がれた。



　　

　　　🍀令和7年度　保健師研修会・交流会（年２回）

　　　　　※日程調整中（令和７年7月　新会館オープン以降）

　『乳幼児健診での子供の発達の見方（新生児～3歳児まで）』　　

・子どもの発達

・乳幼児の発達チェックポイント（演習）　

・母親の相談対応

　『発達に特性がある子の見方と支援～その子がより良い人生を歩むために～』　

・発達特性の肯定的な受け止めと支援

・発達障害の人の疑似体験（不器用さ・視野・音の聞き取りなど）

・早期発見～早期支援につなぐ重要性（大人の発達障害についても考える）

  新会館は大曽根駅から近くで便利な立地で、研修室や図書等も充実します。

令和７年度　会員入会を受け付けております❣

  愛知県看護協会は、看護職の職能団体です。

保健師職能委員として、ひとりでも多くの会員の皆様の声が活動の支えになります。

身近に非会員の方がいらっしゃいましたら、お声がけ頂き、ご入会・イベントにご参加下さい。

　　 　 　＊編集後記＊

 　私たち保健師職能委員会では、会員の皆様と繋がり、情報発信や学びを通して、

保健師としてより一層充実した活動を送れるように、日々の悩みを共有し、励まし

支えあっていきたいと思います。皆様の想いや声を、どうぞお聞かせください。

　本情報誌作成にあたりご協力いただきました皆様に感謝申し上げます。　

　　　　　保健師職能委員　桑原・早川

＊いまさら聞けないシリーズ①

～新会館OPENのお知らせ～

令和７年７月に移転します！　ぜひ一度見に来てください。

＊いまさら聞けないシリーズ②

ぜひ

ご参加下さい

大曽根駅


